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対話型生成AIによる自身のデジタルツイン化
- デジタルMATSUMOTO -

AI技術・ガバナンスに係る「情報収集」「考察」「発信」の半自動化＋自分ナイズ化
松本 敬史（学生番号：19）



デジタルMATSUMOTOの概要

松本敬史のAIガバナンスに係る文献をインデックスに設定し、
LLMが「記事」に対して「松本のような考察」を生成

デジタルツイン
Generative AI

LLaMa 
Index

LLM
(GPT-4)

松本敬史が作成した
AI関係の文献(15本)
• 論文/記事
• ウェビナーでの発言
• 個人的なメモ
等

“これからAIガバナンスの専門家として振る舞い、
あなたの考えを教えてください。“
”{記事}について、重要な論点と今後の課題を600字以上
かつ1000字以下の日本語の文章を作成してください。"
"客観的な表現で文章を記述するように努めてください。
あなた自身のことは文章に含めないでください。"

プロンプト

専門家の
知識・趣向

MetaがAIパワードのチャットボットを開発し、ユーザーのエンゲージメント向上を目指す
一方で、AIガバナンスの観点からは、その使用に関連する複数の重要な論点と課
題が浮かび上がってきます。

まず一つ目の論点は、チャットボットの「人間らしさ」の表現が、ユーザーに誤った認識
や幻覚を引き起こす可能性があることです。チャットボットが人間のように議論する
能力を備えると、ユーザーはそれが人間であると誤認する可能性があります。これは
情報の誤解を招くだけでなく、ユーザーの心理的な混乱や不安を引き起こす可能性
があります。

二つ目の論点は、チャットボットが生成する情報の信頼性です。チャットボットは蓄
積された情報に基づいて回答を生成しますが、その情報が偏ったものであれば、偏っ
た回答が出る可能性があります。これは特に、ユーザーが重要な決定をするために
チャットボットを利用する場合に問題となり得ます。

三つ目の論点は、チャットボットの悪用の可能性です。例えば、チャットボットがスパ
ムメールの生成やマルウェアの拡散に利用される可能性があります。これはユーザーの
安全を脅かすだけでなく、社会全体の信頼性を損なう可能性があります。

・・・・以下略

インデックスにおいて
特に参照された文章
を抽出可能



インデックス
エンジンクエリ

(LLaMa Index)

実現するサービス機能のフローチャート

実行

モデル

データ
ベース

1. 情報収集 2. 要約・整理 3. 考察・コメント 4. 発信

不定期に生成

要約
(Notion AI)

【記事】
(Notion)

【記事】
(Notion)
要約(日)

記事収集
（スマホ）

【配信記事】
(Note)
タイトル
考察

インデック
ス

【記事】
(Notion)
要約(日)

タグ

【記事】
(Notion)
要約(日)

タグ

【記事】
(Notion)
要約(日)
関連記事

考察

プロンプト
記事を要約し
てください

[自身の文献]
サマリー

自動更新

人物の理解
(LLM:GPT4)

作者はどんな
人ですか？

スケジュール
(日次/任意)

考察の生成
(LLM:GPT4)

作者として、記事の
考察を作成して

人物理解

投稿
（スマホ）

別テーブル項目に記載
・考察(修正版)
・修正コメントそのヒトの

価値観の最新化
そのヒトの

価値観の分析

追加した考察を反映

トークン使用量を制限するために
Notion AIで実行

あくまでインデックスを認識できて
いるかのチェック目的
当初メモリで繋げていたが、松本
自身の説明してしまうため外した



ChatGPTの知能が急激に低下しているとの研究結果、
単純な数学の問題の正答率が数カ月で98％から2％に悪化 – GIGAZINE
https://gigazine.net/news/20230724-chatgpts-accuracy-declined-math/

ChatGPTは、OpenAIによって開発された生成AIです。2022年11月にローンチされ、高い精度で
世界を席巻しました。しかし、2023年3月から6月の間に、ChatGPTが簡単な数学問題を解く精
度やセンシティブな話題に対する思慮深さが劇的に低下していたことが、スタンフォード大学の調
査により判明しました。研究チームは、GPT-3.5とGPT-4の2つのモデルに「数学の問題」「コード生
成」「視覚的推論」「センシティブな質問」の4つのタスクを与え、その回答の早さや正確さを分析し
ています。この結果、GPT-4の正答率が数カ月で98％から2％に悪化したことがわかりました。同
様の現象はコード生成や視覚的推論などのタスクでも見られました。さらに、回答生成プロセスの
透明度も低下しています。ChatGPTの低下は「ドリフト」と呼ばれ、AIが多く使われるようになった
ことで以前は気づかれなかった問題が取り沙汰されるようになったことが考えられます。

AIガバナンスの視点から見ると、ChatGPTの急激なパフォーマンス低下は、AIの活用における一連の
課題を浮き彫りにしています。その中でも、AIの信頼性、透明性、そしてその維持・管理の問題は
特に重要な論点となります。
まず、AIの信頼性についてです。ChatGPTの正答率が数カ月で98％から2％に低下したという事実
は、AIの信頼性に大きな疑問を投げかけます。AIは、その学習データや学習方法によってパフォーマ
ンスが大きく左右されるため、その品質や信頼性が一定であるとは限らないのです。これは、AI技術
の特性として理解しなければなりません。このような状況下で、AIを安全に活用するためには、AIの
出力の信頼性を確認するための定期的なモニタリングや評価が必要となります。
次に、AIの透明性の問題です。ChatGPTの回答生成プロセスの透明度の低下は、AIの「ブラック
ボックス」性や説明可能性の問題を指摘しています。AIの決定過程が透明でないと、その結果に
対する理解や信頼が損なわれる可能性があります。AIの透明性を確保するためには、AIのアルゴリ
ズムや学習データ、そしてその結果の解釈を理解するための情報開示が求められます。
最後に、AIの維持・管理の課題です。AIは、一度開発・導入した後も、そのパフォーマンスを維持す
るためには定期的なメンテナンスやアップデートが必要となります。このような維持・管理の課題は、
特に長期的な視点でAIを活用する場合に重要となります。
これらの課題に対しては、AIエシックスやAIガバナンスのフレームワークが有効な解決策となり得ます。
AIエシックスは、AIの開発・運用における倫理的なガイドラインを提供します。一方、AIガバナンスの
フレームワークは、AIのリスク管理や品質保証、透明性の確保など、AIの全体的な管理体制を構
築するための指針を示します。さらに、AIのパフォーマンスのモニタリングや評価、そしてその結果に基
づく改善活動は、AIの信頼性と透明性を維持・向上するために必要不可欠です。
以上のように、ChatGPTのパフォーマンス低下は、AIの信頼性、透明性、維持・管理の課題を明確
に示しています。これらの課題に対処するためには、AIエシックスとAIガバナンスの枠組みを理解し、
それを基にAIの適切な管理体制を構築することが求められます。

→考察は、自分が普段からAIガバナンスに対して主張している点
（AIは使い始めてから環境変化に対応することが難しい）に基づいて、
記載されている。

> AI法研究会
この文書は、AI法研究会におけるChatGPTと生成AIの法的倫理的課題に関するパネルディス
カッションでの松本の発言メモです。誤情報・幻覚、悪用・誤用、バイアス、教育分野の課題につ
いて議論され、ChatGPTの回答の信頼性についての問題が指摘されました。・・・、企業は
ChatGPTを利用する際に、プロンプトとレスポンスを一定蓄積して、トレーサビリティを確保しながら、
問題のある回答を修正するなどのガバナンスが必要であると議論されました。

> 人材選考AIを例に「AIと公平性」の問題を考える、学習データに潜んでいたリスクとは
この記事は、人事選考AIを例に、AIの公平性に関する問題を考察しています。・・・AIサービス固
有の重要なリスクに対して、AIシステムの開発者やAIサービスの運営者、AIサービスの利用者が連
携した対策を検討することを目的に開発されました。本記事では、AIに関する公平性を・・・

https://gigazine.net/news/20230724-chatgpts-accuracy-declined-math/


TF-IDFによるテキスト分析
ChatGPTの知能が急激に低下しているとの研究結果、単純な数学の問題の正答率が数カ月で98％から2％に悪化
【通常LLMの場合】
低下：0.552、性能：0.457、研究：0.249、AI：0.187、原因：0.171、
結果：0.153、問題：0.123、タスク：0.114、バージョン：0.114、報告：0.114、
数学：0.114、調査：0.114、者：0.103、開発：0.100、ChatGPT：0.100、
OpenAI：0.100、正答：0.100、率：0.100、確認：0.090、重要：0.089
→ 元記事の内容に沿った単語に注目している

【デジタルツイン(インデックスあり)の場合】
AI：0.487、維持：0.287、パフォーマンス：0.272、性：0.260、信頼：0.240、
管理：0.223、透明：0.192、ChatGPT：0.191、低下：0.191、エシックス：0.163、
ため：0.153、理解：0.120、学習：0.109、結果：0.109、モニタリング：0.108、
％：0.108、課題：0.097、品質：0.095、フレーム：0.086、ワーク：0.086
→ パフォーマンス維持・信頼性・管理・透明性等のプラクティスに係る単語に注目している。



〇 考察をそのまま活用できた
• NYタイムズ、AI学習への記事の無断使用を禁止：日本経済新聞
• ローマ教皇がAIに警告 「争いや反目」を助長する恐れ | Forbes JAPAN
• ChatGPTの知能が急激に低下しているとの研究結果、単純な数学の問題の

正答率が数カ月で98％から2％に悪化 – GIGAZINE
• 生成AIの活用で想定されるセキュリティリスク--NRIが解説 - ZDNET Japan
• 生成AI学習データ、事業者に開示指針 政府が骨子案：日本経済新聞
• AI契約書レビューは違法？弁護士法72条との関係を解説 | LegalSearch
• The State of State AI Laws: 2023
• Meta prepares AI-powered chatbots in attempt to retain users, 

Financial Times reports | Reuters
• China to tighten the rules on use of facial recognition technology | 

South China Morning Post
→ 各記事の考察においてインデックスから論点を追加できている

✕ 考察を活用できなかった
• 明らかになったGPT-4の秘密 | AI専門ニュースメディア AINOW
→ 追加すべき論点がインデックスに含まれていないため、インデックスなしの状態
とほぼ変わらず、記事に基づいた論点しか述べられていない

修了制作における検証結果
結論：
• 検証対象の記事10件中9件について、自身の考えを反映した考察

記事が作成できている
（全ての記事はAppendix 1を参照）
〇 考察をそのまま活用できた 9/10
✕ 考察を活用できなかった 1/10

• 当初の目的であった考察記事の作成に係る負担軽減の効果も得
られている（2-3時間/週の労働時間を短縮）

検証結果への考察：
• 「考察をそのまま活動できた(〇)」については、いずれも元記事に存

在しない論点・視点を、インデックスに設定した自身の文献から選
択して追加できていた。

• 「考察を活用できなかった(✕)」については、追加すべき論点がイン
デックスに含まれていなかったため、元々記事に含まれている論点し
か述べられていなかった。
→ 今後そのまま活用できた考察(〇)をインデックスに追加していくこ
とで対応できると考えられるが、インデックスに含まれる記事が膨大
になった際に適切な記事を選択できるかは継続検討の必要がある



デジタルMATSUMOTOより近況報告
（日常利用でどんな考察を作成しているか？）



ピクサーはAIを使って映画『マイ・エレメント』の“炎”を誕生させた | WIRED.jp
https://wired.jp/article/pixar-elemental-artificial-intelligence-flames/

ピクサーは、新作映画『マイ・エレメント』の中で、炎をアニメーション化することに苦戦していた。そこ
で、ピクサーは機械学習技術を使用して、炎のエフェクトを作り出しました。炎のエフェクトを作るた
めのツールは、過去のアニメーション作品から蓄積されたものでした。しかし、キャラクターの形や揺ら
めき方、そして火の迫力のバランスを取ることに苦労していた。群衆描画スーパーバイザーのポール・
カニュックは、炎のエフェクトを動かすための仕組みを開発するために、機械学習技術を使用しまし
た。カニュックは、大勢の人々の服装をそれらしく見せる方法についても研究しており、機械学習
技術を使用してクロスシミュレーション（布の表現）を洗練させる方法を見つけました。

映画製作におけるAIの活用は、映画の表現力を飛躍的に向上させる一方で、AIガバナンス上の重
要な課題を提起しています。映画『マイ・エレメント』でピクサーが機械学習を用いて炎のエフェクトや
群衆の動きを表現した事例は、AIが映像製作に対し持つ可能性を見せつける一方で、その背後に
はAIの倫理やガバナンスに関する課題が潜んでいます。
まず、AIの学習データについて考える必要があります。AIは学習データに基づいて予測や判断を行い
ますが、その学習データが偏っていると、結果も偏る可能性があります。例えば、特定の種類の炎の
映像しか学習データとして提供されなかった場合、AIはその特性を全ての炎に一般化してしまう可能
性があります。したがって、学習データの選定とそのバランスは、AIによる映像表現の質に大きな影響
を及ぼします。
また、AIの開発者の意図しない振る舞いについても考慮する必要があります。AIはあくまで人間の
設計に基づいて動作しますが、その動作が全て予測可能であるわけではありません。例えば、ある
種の炎を表現するために設計されたAIが、異なる種類の炎を表現する際に意図しない動作をする
可能性があります。このようなリスクに対処するためには、AIの振る舞いを定期的に確認し、必要に
応じて再学習を行うなどのガバナンスが求められます。
一方で、AIの活用が進むことで新たな表現方法が生まれ、映画のクリエイティブな面に大きな影響
を与える可能性もあります。AIによる炎のエフェクトや群衆の動きの表現は、人間が手作業で行うこ
との難しい、自然な動きを実現することが可能となります。しかし、その一方で、AIによる表現がクリ
エイティブな表現の多様性を損なわないか、視覚的なバリエーションを狭めることなく、個々の映像
作品の独自性を保つことができるか、という観点からもAIの適用は考察されるべきです。
以上のような論点を踏まえ、AIの活用が進む映画製作業界においては、AIの公正性や倫理性を
保障するためのガバナンスが必要となります。そのためには、AI開発者、映画製作者、視聴者など、
関係者全体での議論と共有が必要となります。それぞれの視点からAIの利用とその結果について
議論し、映画製作におけるAIの適切な活用方法を模索していくことが求められます。

→ 考察は、自分が普段からAIガバナンスに対して考えている点（データ
変化への対応、マルチステークホルダーでの検討）が反映

> 人材選考AIを例に「AIと公平性」の問題を考える、学習データに潜んでいたリスクとは
この記事は、人事選考AIを例に、AIの公平性に関する問題を考察しています。AIが不確実性を
含むため、差別的な判断を受ける可能性があるという懸念があります。・・・

> 工場の不良品検知AIを例に「AIに影響する環境の変化」の問題を考える
AIモデルの不確実性によって、AIが開発者の想定しない振る舞いをする可能性がある。本記事で
は、「工場の不良品検知AI」を例に、利用者側でどのようなリスクについて考慮すべきかを考えた。
AIの学習データや利用環境などの変化が原因となって、AIが開発者の想定しない振る舞いをする
可能性がある。・・・

https://wired.jp/article/pixar-elemental-artificial-intelligence-flames/


うかつな社内チャット、愚痴で退職 テレワーク禁止訴訟：日本経済新聞
https://www.nikkei.com/telling/DGXZTS00006560Q3A830C2000000/

IT会社で働いていた女性が自身と同僚がSlackでやりとりしたチャットログを社長に見られ、テレ
ワーク禁止とオフィス勤務を命じられたことに抗議し、退職した。女性は退職を無効として会社を
提訴したが、会社側は在宅での勤務報告に虚偽があったと反訴している。訴訟では、女性の勤
務形態に異論を述べなかったことなどを踏まえ、女性側の訴えが認められた。また、社用チャット
に安易な書き込みをすることの危うさも浮き彫りになった。在宅勤務で顔を合わせなくなった相手
とのコミュニケーションについて考える必要がある。

この事件は、テレワーク環境下でのコミュニケーションとプライバシーの保護に係る論点に加えて、多く
の労働者が自らの仕事にAIを導入・利活用した場合の働き方に及ぼす影響についても重要な論
点を提供しています。
まず一つ目の論点は、テレワーク環境下でのコミュニケーションのあり方です。本件では、社内チャット
が社員の間でのコミュニケーション手段として使用されていますが、その使い方に問題が生じました。こ
の事例から、社内コミュニケーションツールの使用方法についての明確なガイドラインが必要であること
が示唆されます。社員一人ひとりがプロフェッショナルとして適切なコミュニケーションを行うように教育
することも重要です。
二つ目の論点は、プライバシーの保護です。本件では、個人の感情が記述されたチャットが会社に
よって監視され、それが退職命令に繋がったとされています。これは、テレワーク環境におけるプライバ
シーの保護と、それが労働者の権利としてどのように保障されるべきかという問題を提起しています。
プライバシーの保護は、テレワーク環境において特に重要な課題となっており、その対策を講じること
が求められます。
三つ目の論点は、AIの導入が働き方に及ぼす影響です。テレワーク環境下においてもAIが導入され
ることで、仕事の効率性や職場のコミュニケーション環境が改善されることに期待があります。その一
方で、プライバシーや著作権の侵害や過度な監視、誤った情報や倫理的に問題のある情報の発信
など、新たなリスクを検討することが必要になっています。
以上の論点を踏まえると、今後の課題としては以下の3つが挙げられます。まず、社内チャット等の
ツールの使用ガイドラインを明確にし、それを社員全員に周知することが必要です。また、テレワーク
環境におけるプライバシー保護のための具体的な対策を講じることが求められます。最後に、AIの導
入による働き方の変化に対応するための適切なマネジメントが必要となります。これらの課題に取り
組むことで、テレワーク環境下での健全な職場環境を維持することが企業に求められます。

→ 考察に対して、一部言葉を補足したが、論点については自身の記事
をインデックスから用いながら、概ね生成できている。

> 従業員の4人に1人が職場でのAI利用に罪悪感 - CNET Japan
Asanaが公開したレポート「The State of AI at Work」は、企業にとってのAIガバナンスにおける重
要な論点を浮き彫りにした。これは職場におけるAIの利用について、一部の従業員が不安や罪
悪感を感じていることを示しており、これら感情はAIの利用自体を阻害し、組織全体の生産性を
影響する可能性がある。・・・

> 工場の不良品検知AIを例に「利用者に起こりうるAIへの過信」の問題を考える
本記事は、工場の不良品検知AIを例に、「利用者に起こりうるAIへの過信」に関する問題を考え
るものです。AIの社会実装が進む一方で、AIに含まれるバイアスやプライバシーの侵害、非倫理的
なAIの利用など、AIに関するリスクへの関心が国際的に高まっており、・・・

https://www.nikkei.com/telling/DGXZTS00006560Q3A830C2000000/


「禁止は一切検討せず」イェール大副学長、生成AIへの対応語る
https://www.technologyreview.jp/s/316563/how-one-elite-university-is-approaching-chatgpt-this-school-year/

イェール大学の副学長が、大規模言語モデルChatGPTを含む生成AIの教育への導入について
語った。副学長は、ChatGPTを禁止することはなく、学生や教員にリソースを提供し、生成AIを
利用する方法を提供する方針をとっている。副学長は、生成AIを利用することで、学生が何を学
ぶ必要があるのか改めて考える必要があると指摘した。また、不正行為の心理的原因やプライバ
シーの問題など、生成AIが引き起こす可能性のある懸念事項についても言及した。副学長は、
学生に何が可能で何が許容されるのかについての方針やガイドラインは確立していないとし、「教
員が学生と協力して何かを作りだす経験を授業に取り入れることができる」と提案した。

AIガバナンスの課題として、AIの利用についての法的・倫理的問題が浮上しています。AIの一例で
あるChatGPTに関するディスカッションでは、誤情報や悪用、バイアス、教育分野への影響などの問
題が指摘されています。ChatGPTは蓄積された情報に基づく回答を行うため、偏った情報に基づく
回答が出る可能性があります。そのため、企業はChatGPTを利用する際には、回答の信頼性を確
保すべく適切なガバナンスを行うことが求められています。
米国のイェール大学では、AIの利用についてのポリシーが公表されており、ChatGPTなどの大規模言
語モデルに対する禁止は一切検討せず、利用についてのガイダンスを提供する方針を示しています。
これは、AIが学生に与える影響についての認識を示すもので、教育者が学生に何を教えるべきかを
再考することが重要であり、そのためにも教職者自身がChatGPTに出来ることとそのリスクについて
理解を深めることが重要であると強調しています。
AIの利用が広がる一方で、その法的・倫理的な問題についての理解や対策が十分になされていな
い現状があります。この課題を解決するためには、AIの開発者や利用者が連携し、AIの利用に関す
る法的・倫理的なガイドラインの策定と遵守が求められます。また、AIの利用者に対する教育も重
要な課題となっており、AIの可能性とリスクを理解し、適切な利用を行うための知識を身につけるこ
とが必要とされています。これらの取り組みを通じて、AIの持つ課題を克服し、その利便性を最大限
に活用することが求められています。
AI技術は完璧なものではないため、利用者である学生の入力したプロンプトが思わぬリスクを顕在
化させる可能性があります。イェール大学の副学長のコメントの通り、一方的に禁止するだけではAI
を正しく使いこなすための理解が進みません。
AIの開発者・サービス提供者側にはAIサービスの信頼性を確保する取り組みを含めた情報を開示し、
教育現場でAIを活用する上では、利用者である教師と学生も継続的に対話しながらAIのメリット
とリスクについて理解を深めることが必要になります。

→ 当初考察には、関係のない文章（人材育成AIに係る論点）が含ま
れていたので削除し、一部補足を行った。

> AI法研究会
この文書は、AI法研究会におけるChatGPTと生成AIの法的倫理的課題に関するパネルディス
カッションでの松本の発言メモです。誤情報・幻覚、悪用・誤用、バイアス、教育分野の課題につ
いて議論され、ChatGPTの回答の信頼性についての問題が指摘されました。・・・

> 人材選考AIを例に「AIと公平性」の問題を考える、学習データに潜んでいたリスクとは
 この記事は、人事選考AIを例に、AIの公平性に関する問題を考察しています。AIが不確実性を
含むため、差別的な判断を受ける可能性があるという懸念があります。政府や企業は、AIのポリ
シーやガイドラインを策定していますが、ユーザー企業の多くでは、具体的に何をすればよいかが不
明瞭であるという課題があります。・・・

https://www.technologyreview.jp/s/316563/how-one-elite-university-is-approaching-chatgpt-this-school-year/


SmartSEで学べたことの活用例



フェーズ 1. 情報収集 2. 要約・整理 3. 考察・コメント 4. 発信

Action
行動

①情報をキャッチ
②Notionにブックマーク(技術情報

/活用事例/ガバナンス)

①トピックごとに記事をグループ
②スライド(PPT)に列挙(見出し＋

URL)

①トピックごとの情報を見ながら、
疑問点を追加で調べる

②専門領域からコメント追加
①社内外に話題提供

Opponent
接点

• SNS：Slackコミュニティ、
LinkedIn、Facebook

• ニュース：日経、NewsPicks等
• 論文：Google、Nature、IEEE

• Notionのデータベース • PPTに追記 • 社内：TeamsでPPTを共有
• 社外：クライアント会議

Thinking
思考

• タイムリーに情報を取得したい
• 重要なテクノロジー及び政策・ガ

バナンスの論点は正しく理解でき
る情報を押さえたい

• クイックに要約を抑えて、精読す
べき記事を捉えたい

• 様々なテーマで過去記事とのつ
ながりも含めて情報整理したい

• 考察の過程で関連情報と紐づ
けることで理解が深まる

• 日本固有のトピック／国際動向
を同じレベルで検討したい

• 最新記事を過去記事と関連づ
けてて話すとトピックのコンテキス
トが伝わりやすい

• 二次共有してもらえている

Feeling
感情

• SNSだけで情報は基本充実＋
Notionへのブックマークは楽

• 論文を追っていないことが不安
(正確な理解なのだろうか？)

• 多過ぎ、早過ぎ、難し過ぎ
• 記事の分類が現状煩雑
• 読み込むために集中する時間が

取れない

• ココが付加価値になる
• 考察を行う際の裏付け調査に

時間が掛かる

• 一定の価値は出せている
• 本当は海外含めて広く発信した

い(日本人専門家の考察)

Insight
気づき

• SNS・ニュース情報の取得につい
ては現状と大きく変えない

• 記事要約の自動化
• 情報の利活用が出来そう

• 考察を自動ドラフトして欲しい
• AIとインタラクティブに検討した

い(気づきたい)
• 要約リストを自動作成
• 考察記事を日/英で発信

K06. IoTイノベーション
（デザイン思考）

カスタマージャーニーマップを参考に現状課題を整理・分析
自分の価値観が
強く入る(重点)

機械的・網羅的に見て
重要な点を外さなければOK

ダイアログ 自分自身の価値観の変化
を継続的に分析



K06. IoTイノベーション
（デザイン思考）

GDTAで目的に対するサブゴールと要求を整理

AI技術・AIガバナンスに係る「情報収集」
「考察」「発信」の半自動化＋自分ナイズ化

1. 情報収集
専門性・網羅性・鮮度・正確性

Lv3: 論文誌・専門誌情報を収集
Lv2: オープンな論文情報を収集
Lv1: SNS・ニュースのブックマーク

要求：
• 専門化コミュニティにおける最新情報

（SNS：Slackコミュニティ、LinkedIn、
Facebook）

• 世間で話題になっているトピック・事件
（ニュース：日経、NewsPicks等）

• 査読者によって裏付けられた正しい技
術・政策の理解（論文・専門誌：
Google、Nature、IEEE、MIT Techレ
ビュー、日経XTech等)

4. 配信
広範囲・多言語・注目度

Lv3: 配信用記事の作成(英語)
Lv2: 配信用記事の作成(日本語)
Lv1: スライド用への自動貼りつけ

要求：
• 要約記事グループ

⇩ 変形
• スライド用への自動貼りつけ
• 配信用記事(日/英)

2. 要約・整理
効率性・メンテナンス性

Lv3: 音声でメンテナンス
Lv2:対話チャット形式でトピックや要
約をメンテナンス
Lv1: 記事の要約を自動化

要求：
• Notionデータベースのブックマーク情報

⇩ 
• 記事の要約・トピック情報

⇩
• トピックでグルーピング

3. 考察
専門性・独自性

Lv3: 音声で考察をブラッシュアップ
Lv2: 対話チャット形式で考察ブラッ
シュアップ＋追加調査
Lv1: 「自身の価値観」を反映させた
LLMによって考察を作成

要求：
• 要約記事グループ

⇩ デジタルヒューマンでの生成
• 考察のドラフト

⇩ 追記
• 考察に対する追加情報

ダイアログ

入出力のテキストを蓄積
→AIと自分自身の分析



アーキテクチャ（デジタルツイン）
K07. アーキテクチャを

参考に独自整理

カップ
リング

ターゲット
(物理システム)

レプリカ
(デジタルシステム)

データ収集
(IoT)

モデル

フィードバック
(アクチュエータ)

データ基盤 シミュレータ

知識モデル
(ナレッジ/オントロジー/リポジトリ)

リアル
環境

デジタル
環境

IN/OUTデータ
分析・二次利用

複数モデルを集積
対象/行動モデル

実行環境の設定
操作・介入

センシングデータ
オープンデータ
セマンティックデータ

可視化/値/組込
コラボレーション
体験

ガバナンス/サービスマネジメント

Physical Identifier

Digital Identifier
同期

現実の観測値

ツインの推定値
学習

知識
環境

システム
環境

システムインフラ
(コンピュータ/ストレージ/ネットワーク/データリンク/システムオペレーション)エッジ クラウド

ソリューションデザイン
(パーパス/ステークホルダー/プロセス/インタラクション)目的 価値ビジネス

環境

Python実行

スマホ AWS

Notion
データベース

ChatGPT
NotionAI

Notionへ
クリップ

考察記事へ
のコメント

AI関係情報
への考察

日次

モデルアーキテクチャ（前項）
結果のテキスト分析

要約・考察
テキスト分析

プロンプトガバナンス
リスクチェーンモデル



デジタルMATSUMOTOの今後の展開



SECIモデル（自分の価値観 ⇔ ChatGPTの知識情報）
新たな考察をインデックスに継続追加して、自分自身の暗黙知の変化を分析する

共同化
Socialization

表出化
Externalization

内面化
Internalization

連結化
Combination

暗黙知

暗黙知

形式知

形式知

【AI】 AI関係記事への考
察を生成
【自分】 レビュー・修正

【自分】考察の確定
＋自分の文献
→ AIに提供

【AI】 インデックスをLLMが
行う考察モデルに使用

【AI】新たな考察がインデッ
クス(秘伝の書)に追加

デジタルツイン版のSECIモデル
双方の知識モデルに影響を検討

ダイアログ

AIの生成テキスト／自分の修正テキストから
継続的にトピック分析
→ 自分自身の価値観の変化に気づく

（AIとの協働により専門性が進化）

Step1. 要約
Step2. 関連記事
Step3. 考察



• デジタルツインとしての研究：国際学会に向けて論文化
• 専門家自身の知の変化に、AIが対応できるか？
• 専門家自身の知が、AIとの対話によって変化するか？

• モデルの汎用化：Personalized AIとしての活用促進 
• 汎用目的へのアプローチ：対話型で他のタスクに適用

• Personalized AI利活用に係るガバナンスの検討
• 実用化に向けたガバナンス：リスク検討とステークホル

ダーとの合意形成

今後の展開



Microsoft Bing Image Creator : 
AIを武装してエネルギッシュに活躍するビジネスマンを書いてください。
背景は街中で、スピード感とエネルギーにあふれる姿を見せてください。

これからの「AIとヒトの付き合い方」

Microsoft Bing Image Creator : 
AIによって自らの能力を成長させる老人を書いてください。

AIを身に着けて自らの能力を拡張させるヒト
Human with AI installed

AIと触れ合って自らの能力を向上させるヒト
Human with AI empowered
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